
蘇
山
人
句
に
お
け
る
詠
史
の
意
味

—
蕪
村
受
容
を
中
心
に
ー

一
、

は
じ
め
に

た
い
て
い
の
人
が
「
蘇
山
人
っ
て
誰
？
」

と
思
っ
た
だ
ろ
う
が、

彼
は
明

治
俳
壇
に
お
い
て
唯
一

の
中
国
人
俳
人
と
し
て
活
躍
し、
〈
夙
に
俳
諧
を
好

ん
で、

交
を
四
方
に
求
め、

俳
席
あ
る
ご
と
に
彼
の
姿
を
見
ざ
る
こ
と
は
稀

で
あ
っ
て〉
（
太
田
南
岳
「
縣
山
人
」
「
木
太
刀
j

十
四
巻
四
号、
大
五
•

五）
、

〈
日
本
語
を
善
く
す
る
事
邦
人
に
異
ら
ず、

群
山
人
と
戯
戟
し
て
俳
句
を
吟

じ
小
説
を
つ
ゞ

り
て
は
常
に
吾
等
を
後
に
眩
若
た
ら
し
め
た
オ
人
で
あ
る〉

（
永
井
荷
風
「
日
和
下
駄
j

籾
山
書
房、

大
四
・

六）

と
評
さ
れ
る
青
年
俳

人
で
あ
っ
た。

蘇
山
人
の
出
自
に
つ
い
て
は、

伝
え
る
と
こ
ろ
甚
だ
少
な
く
詳
か
で
は
な

い
が、

ま
ず
は
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
巻
三
J

(
日
本
近
代
文
学
館、

昭

五
ニ
・
一
ー
）

の
記
述
お
よ
ぴ
彼
の
師
友
の
回
想
な
ど
を
も
と
に
概
観
す
る。

蘇
山
人
は
光
緒
七
年
(
-

八
八
一
）、

中
国
の
蘇
州
（
一

説
は
長
崎）

に

消
国
公
使
館
通
訳
官
羅
庚
齢
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

母
は
小
烏
氏、

日

本
人
で
あ
る。

本
名
は
羅
朝
斌、

俳
号
は
蘇
山
人、

臥
震
な
ど
と
も
号
し
た。

彼
は
幼
時
よ
り
中
国
古
典
の
薫
陶
を
受
け
取
る
と
と
も
に、

ま
た
長
く
日
本

に
住
し、

日
本
語
を
よ
く
し、

日
本
の
文
章
や、

特
に
俳
句
に
巧
み
で、

新

派
勢
力
の
一

中
心
と
目
さ
れ
た
秋
声
会、

紫
吟
会、

木
曜
会
に
参
加
す
る
ほ

か、

ま
た
正
岡
子
規
の
門
を
た
た
き
日
本
派
に
属
し
て、

尾
崎
紅
業
・

巌
谷

小
波
・

永
井
荷
風
•

野
口
寧
斎
・

正
岡
子
規
・

高
浜
虚
子
・

河
束
碧
梧
桐
な

ど
明
治
文
堕
屈
指
の
文
学
者
と
親
し
く
交
わ
っ
て
い
た。

明
治
三
三
年
（
一

九
0
0)

の
夏
頃、

湖
広
総
督
張
之
洞
の
新
政
に
協
力
す
ぺ
く
中
国
湖
北
省

の
官
柑
に
赴
任
し
た
が、

胸
疾
息
の
た
め
間
も
な
く
日
本
に
戻
り、

明
治
三

五
年
（
一

九
0
二）

三
月
二
四
日、

子
規
に
先
立
つ
こ
と
半
年、・

東
京
赤
坂

の
痰
所
に
て
惜
し
く
も
早
世
し
た。

享
年
二
十
一
。

麻
山
人
が
俳
壇
に
お
い
て
活
踏
す
る
の
は、

主
と
し
て
明
治
三
0
年
か
ら

明
治
三
四
年
ま
で
(
-

八
九
七
ー
一

九
0
-
）

の
わ
ず
か
五
年
間
で
あ
る
が、

俳
句
に
対
す
る
情
熱
に
は
凄
ま
じ
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
り、

甜
雑

誌
や
新
間
に
四
百
余
句
を
投
じ
た
ほ
か、

ま
た
小
説、

童
話、

漢
詩、

新
体

詩
な
ど
も
多
く
発
表
し
て
大
い
に
異
彩
を
放
っ
て
い
る。

そ
の
句
作
が
子

規
・

虚
子
・

碧
梧
桐
・

紅
莱
・

小
波
ら
と
並
ぴ、
「
春
夏
秋
冬
j

（
正
岡
子
規
．

高
浜
虚
子
・

河
東
碧
梧
桐
組、

明
三
四
·

五
ー
三
六
・
一
）
、
「
明
治
俳
句
j

劉

迎
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（
竹
村
秋
竹
編、
明
三
四・
九）、
「
俳
諧
新
潮」
（
尾
椅
紅
菜
編、
明一二
六·

九）、
「
明
治
百
人
十
句」
（
吉
野
臥
城
編、
明
四一ニ・
九）、
「
三
代
俳
句
集」

．
（
改
造
社
編、
昭一
四•
六）
な
ど
明
治
俳
壇
を
代
表
す
る
数
多
く
の
句
集

に
収
め
ら
れ
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る。

箪
者
は
蘇
山
人
の
俳
句
を
当
時
の
新
聞・
雑
誌・
俳
雹
な
ど
か
ら
出
来
る

だ
け
広
く
蒐
梨
し、
そ
の
三
分
の
二
に
あ
た
る
三
四
八
句
を
捜
し
得
て
い
る。

そ
の
多
く
は
写
生
趣
味
の
他
に一
面
に
於
い
て
漢
詩
文
を
取
り
入
れ、
格
詞

の
上
に
中
国
古
典
に
基
づ
く
高
雅
な
古
典
趣
味
と
豊
潤
な
感
堂
美
を
も
っ
て

．
彩
ら
れ、
著
し
く
蕪
村
調
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る。

本
論
で
は、
明
治
期
に
お
け
る
窮
山
人
の
作
句
活
動
を
確
認
し
つ
つ、
蘇

山
人
句
に
お
け
る
蕪
村
の
受
容
に
つ
い
て
特
に
詠
史
句
を
中
心
に
検
討
し、

彼
が
自
ら
の
俳
句
の
根
拠
を
獲
得
す
る
さ
ま
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い。

二、
正
岡
子
規
と
の
か
か
わ
り

蘇
山
人
が
蕪
村
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は、
正
岡
子
規
と
深
い

関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る。
蘇
山
人
と
子
規
と
の
接
点
に
つ
い
て、
加
藤
国

安
氏
は
「
漢
詩
人
子
規
ー
俳
句
開
眼
の
土
壌
ーj
（
研
文
出
版、
二
0
0
六．

I

 

0)
の
中
で、
罫
山
人
の
父
羅
庚
齢
の
上
司
た
る
消
国
公
使
黎
庶
呂
と
子

．
規
の
母
方
の
叔
父
藤
野
漸
の
長
兄
に
あ
た
る
藤
野
海
南
と
の
親
交
に
注
目
し、

〈
あ
る
い
は
鮮
山
人
は
父
親
を
介
し
て、
藤
野

海南
が
子
規
の
縁
戚
筋
に
あ

た
る
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い。
子
規
の
罫
山
人
に
対
す
る
態

度
に
は、
こ
の
海
南
の
親
消
的
姿
勢、
つ
ま
り
は
国
を
超
え
た
所
で
人
間
を

深
く
理
解
す
る
高
い
理
性
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る〉
と
述
ぺ
て、
大
変
興
味

深
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が、
そ
れ
が
確
実
だ
と
い
う
証
拠
は
な
い
た
め、

鉦
者
は
敢
え
て
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
す
る。

そ
れ
で
は、
蘇
山
人
が
い
つ
か
ら
俳
句
に
興
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
か、

ま
た
何
人
に
俳
句
を
学
ん
だ
か
は
定
か
で
は
な
い
が、
実
は
子
規
と
出
会
う

前
に、
明
治
三
0
年
(-
八
九
七）
頃
か
ら、
蘇
山
人
は
同
じ
く
新
俳
風
を

主
張
し
た
「
硯
友
社」
系
統
の
紫
吟
社・
木
耀
会・
秋
声
会
な
ど
に
出
入
り

し
て
い
た
の
で
あ
る。
紫
吟
社
は
〈
俳
楷
は
質
に
観
察
が
鋭
く、
寸
句
で
非

常
に
力
の
強
い
言
ひ
廻
し
を
す
る。
之
れ
を
小
説
家
と
し
て
学
ぶ
ぺ
し
で、

移
し
て
以
て
文
章
を
煉
る
に
適
す〉
る
と
い
う
尾
崎
紅
葉
の
主
張
に
し
た
が

っ
て
創
立
し
た
俳
句
結
社
で、
や
が
て
紅
葉、
巌
谷
小
波、
角
田
竹
冷
ら
を

中
心
と
し
た
秋
声
会へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
が、
蘇
山
人
は
そ
こ
で
知
り
合

っ
た
小
波
の
木
曜
会
に
も
入
り、
永
井
荷
風
な
ど
を
も
伴
い
行
っ
た
の
で
あ

る。
紫
吟
社・
木
曜
会・
秋
声
会
で
の
蘇
山
人
の
作
句
お
よ
び
紅
葉

：小
波

ら
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が、
い
ず

れ
に
し
て
も、
こ
の
時
期
に
お
け
る
鮮
山
人
の
俳
句へ
の
梢
進
ぶ
り
に
は
目

党
ま
し
い
も
の
が
あ
り、
「
俳
諧
秋
の
声
j

「
俳
声」
マ
文
華
j

「
新
小
説
j

な
ど
に
発
表
し
た
作
句
が
す
で
に
二
百
句
を
超
え
て
お
り、
ま
た
紅
葉
選「
俳

楷
新
潮」
に
も
数
句
入
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら、
彼
は
相
当
の
待
遇
を
得
て

い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る。

秋
声
会
は
最
盛
期
に
四
0
名
余
の
会
員
を
有
し、
俳
句
革
新
遥
勁
の一
勢

力
を
な
し
た
時
も
あ
っ
た
が、
大
会
の
外
は一
定
の
例
会
を
持
っ
て
お
ら
ず、
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8
本
派
に
比
べ
て
作
句
面
は
振
る
わ
な
い
た
め、
何
時
と
な
く
立
ち
消
え
の

姿
と
な
り、
ま
た
木
曜
会
も
小
波
の
渡
欧
の
た
め、
活
動
が
中
止
し
て
し
ま

っ
た。
そ
う
し
た
中、
罫
山
人
は
当
時
「
宵
年
俳
客」
の
圧
倒
的
支
持
を
得

て、
日
本
俳
壇
を
席
捲
し
て
い
っ
た
日
本
派
に
接
近
し、
子
規
の
教
え
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

子
規
は
文
科
大
学（
今
の
東
大）
を
中
退
し
て
す
ぐ
に「
骰
祭
嘗
屋
俳
話」

（
明
二
五•
六
1I
0)
を
新
聞
「

日
本」
に
連
載
し
て、
旧
派
の
月
並
俳

句
を
否
定
し、
二
九
歳
か
ら
は
病
床
に
あ
り
な
が
ら、
「
嗚
い
て
血
を
吐
く

ほ
と
と
ぎ
す」
の
如
く
精
力
的
に
「
写
生」
を
説
き、
〈
甚
生
の、
帯
生
の

た
め
の、
昏
生
に
よ
る〉
俳
句
革
新
運
動
を
展
開
し
た。
創
作
理
論
と
し
て

の
「
写
生」
は、
子
規
が
明
治
二
五
年
(-
八
九
二）
に、
「

蕪
村
句
集」
（
高

井
几
薫
編、
天
明
四
年）
を
発
見
し、
蕪
村
に
写
生
俳
句
の
極
致
を
見
出
し

て
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る。
さ
ら
に
子
規
が
明
治
三
二
年
（一
八
九
九）

―
一
月
に
上
梓
し
た
『
俳
人
蕪
村
j

で
は、
〈
百
年
間
空
し
く
瓦
礫
と
共
に

埋
め
ら
れ
て
光
彩
を
放
つ
を
得
さ
り
し
者
を
蕪
村
と
す。
蕪
村
の
俳
句
は
芭

蕉
に
匹
敵
す
べ
く、
或
は
之
に
凌
駕
す
る
処
あ
り〉
と
述
ぺ、
蕪
村
の
句
風

を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
積
極
的
美、
客
観
的
美、
人
事
的
美、
理
想
的

美、
複
雑
的
美、
精
細
的
美
と
い
っ
た
も
の
を
挙
げ
て、
蕪
村
の
句
の
長
所

を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
る。

そ
の
影
響
下
で
子
規一
門
の
関
心
は
蕪
村
に
傾
き、
蕪
村
の
句
に
こ
れ
か

ら
の
俳
句
の
行
先
を
見
よ
う
と
し、
そ
の
よ
う
に
蕪
村
を
解
釈
し
た。
彼
ら

は
埋
も
れ
よ
う
と
し
て
い
た
蕪
村
の
「
新
花
摘』
を
翻
刻
し、
ま
た
そ
の
研

究
に
熱
心
だ
っ
た
水
落
露
石
は
「
蕪
村
の
原
稿」
な
ど
の
綸
文
を
俳
誌
『
ほ

と
、
ぎ
す
j

に
掲
戟
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り、
明
治
俳
坦
に
お
い
て一
気

に
蕪
村
プ
ー
ム
を
起
こ
し
て
き
た。
こ
う
し
た
俳
坦
の
動
き
に
常
に
関
心
を

寄
せ
て
い
た
罫
山
人
は、
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
文
章
を
続
ん
で
啓
発
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う。

明
治
三一
年
(-
八
九
八）
一
0
月、
子
規
は
伊
予
松
山
か
ら
上
京
し
て、

日
本
派
の
活
動
中
心
も
東
京
に
移
っ
た。
俳
句
革
新
の
旗
標
を
翻
し
て
殺
到

し
た
日
本
派
は、
『
ほ
と、
ぎ
す」
を
拠
点
に
全
国
的
に
発
信
し、
新
派
の

俳
句
と
写
生
句
の
理
念
を
浸
透
さ
せ
て
す
ぐ
に
明
治
俳
坦
の
中
心
と
な
っ
た

の
で
あ
る。

蘇
山
人
は
明
治
三一
年ー
0
月
東
遷
以
後
の
『
ほ
と
、
ぎ
す」
誌
上
に
句

を
投
じ
は
じ
め、
そ
の
第
二
巻
第一
号
（
明
三一
·
1
0)
の
「
募
集
俳
句」

欄
に

蛸
蛉
の
飛
び
く
た
び
れ
て
釣
の
糸

鰭
買
は
ん
呉
人
の
杖
に
蜻
蛉
か
な

ぬ
か
る
み
に
粂
飛
込
む
牛
車
（
四
方
太
選）

さ
ん
ど
笠
に
は
た
と
伏
せ
た
り
き
り

ん＼
す

疫
詩
人
欄
に
虻
矧
を
問
く
夜
か
な

（
虚
子
選）

（
虚
子
選）

な
ど
七
句
が
入
選
し
て、
そ
の
オ
能
が
早
く
も
子
規・
虚
子
ら
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
た。

（
子
規
選）

（
子
規
選）
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そ
の
後、

蘇
山
人
は
一

段
と
句
作
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り、
「
ほ
と
、

ぎ
す」

に
毎
号
の
よ
う
に
投
句
し
た
が、

さ
ら
に
紅
葉
と
子
規
と
の
両
派
に

ま
た
が
る
俳
友
の
梅
沢
屈
水•
吉
野
佐
衛
門
の
紹
介
で、

明
治
三
二
年
（
一

八
九
九）

二
月
二
四
日、

子
規
庵
例
会
に
は
じ
め
て
出
席
し、

子
規・
虚
子・

捻
梧
桐
ら
日
本
派
の
人
々
と
相
識
り、

直
接
に
子
規
の
教
え
を
受
け
る
こ
と

に
な
る。

当
日
の
麻
山
人
の
様
子
を「
ほ
と
、
ぎ
す』
（
二
巻
六
号、
明
三
ニ
・

三）

の
「
通
信」

欄
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る。

「
消
人
蘇
山
人
二
月
の
例
會
に
列
し
候。

辮
髪
暦
服
甚
だ
異
彩
を
放
ち

候。

寧
ろ
異
彩
を
放
つ
も
の
は
其
の
句
に
有
之
候。

氏
年
歯
尚
ほ
若、

頗

る
日
本
の
文
私
を
嗜
む
と。

俳
句
に
於
て
も
自
ら
凡
な
ら
ざ
る
も
の
有
之

候。」
薄
紫
の
緞
子
の
消
国
服
に
辮
髪
を
垂
れ
て
い
る
蘇
山
人
の
痩
身
姿
は
人
々

の
注
目
を
惹
か
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
が、

会
者
を
眩
目
た
ら
し
め
た
の
は、

む
し
ろ
〈
俳
句
に
於
て
も
自
ら
凡
な
ら
ざ
る
も
の
有
之〉

と
言
わ
れ
た
彼
の

持
つ
作
句
の
力
で
あ
っ
た。
〈
片
手
間
や
余
技
で
は
な
く、

立
派
な
一

流
の

作
者
と
目
す
べ
き
異
の
俳
人
で
あ
っ
た〉
（
河
東
磐
梧
桐
「
明
治
俳
壇
の
追

．

憶

二
十」
「
俳
句
研
究」

四
巻
二
号、

昭―
ニ
・
ニ）

と
か、
〈
数
年
前
亡

く
な
っ
た
支
那
人
で
あ
り
な
が
ら
俳
句
を
よ
く
し
て、

斯
道
の
大
家
に
屑
を

な
ら
ぺ
る
程
で
あ
っ
た〉
（
沼
波
現
音
「
噂
j

南
江
盆
書
店、
明
三
八
・
九）

と
い
っ
た
評
価
の
言
葉
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る。

た
と
え
ば、

若
草
の
土
手
を
離
れ
ぬ
胡
蝶
か
な

野
の
茶
屋
に
草
桂一

足
春
の
風

（
露
月
選）

奉
結
の
赤
手
拭
や
春
の
風

（
子
規
選）（

子
規
選）

な
ど
は
そ
の
時
に
成
っ
た
句
で
あ
る
が、

い
ず
れ
も
「
春」

の
生
気
に
鋭
い

感
受
性
を
霰
わ
し
た
も
の
で、

そ
の
表
現
は
趣
向
性
に
窃
ん
で
楽
し
く、

同

時
に
多
彩
で
巧
み
で
あ
る。

こ
の
よ
う
な
句
作
姿
勢
は
彼
の
俳
諧
の
一

傾
向

と
な
り、

日
本
派
の
作
風
に
相
述
は
な
く、

物
事
を
よ
く
観
察
し
実
際
の
あ

り
の
ま
ま
を
写
す
と
い
う
子
規
の
写
生
論
に
一

致
し
て
い
る
と
い
え
る。

子
規
庵
で
の
蘇
山
人
の
活
動
は、

彼
が
消
国
政
府
の
命
を
受
け
婦
国
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
明
治
三
三
年
(
-
九
0
0)

の
夏
頃
ま
で
に
統
い
た
の
で
あ

る
が、

そ
の
間、

彼
は
頻
繁
に
子
規
庵
に
出
入
り
し、

虚
子
·
碧
梧
桐
ら
日

本
派
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が
ら、

子
規
か
ら
蕪
村
俳
諧
の
心
を
学
び、

独
自
な
句
作
法
を
完
成
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る。

三、

蕪
村
俳
諧
の
受
容
に
つ
い
て

蘇
山
人
が
本
格
的
に
蕪
村
俳
諧
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
飛
初
に
見
て
取
れ
る

の
は、

明
治
三
二
年
(
-
八
九
九）
―
二
月
二
四
日、

東
京
の
子
規
庵
で
開

か
れ
た
第
三
回
蕪
村
忌
句
会
か
ら
で
あ
る。

そ
の
日
は
狭
い
子
規
庵
に
五
十
人
近
く
の
人
が
楳
ま
っ
て、

長
老
の
内
藤

嗚
雪
や
坂
本
四
方
太
は
床
の
間
に
上
が
る
ほ
ど
の
空
前
の
盛
会
で、

名
物
の
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．

風
呂
吹
も
一

片
ず
つ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た。

い
つ
も
の
よ
う
に
辮

髪
に
中
国
服、

ま
さ
に
百
緑
中
の
紅
一

点
と
も
い
う
べ
き
罫
山
人
は
俳
席
の

一

隅
に
異
彩
を
放
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

恒
例
の
句
会
に
お
い
て
彼
は、

蕪
村
忌
や
蕪
村
の
偽
節
掛
け
て
見
る

蕪
村
忌
や
佗
ぴ
て
几
菰
の
あ
は
れ
也

蕪
村
忌
や
人
入
り
乱
れ
根
岸
庵

と
い
う
よ
う
に、
「
蕪
村
忌」

な
ど
を
季
題
に
し
て
十
数
句
を
詠
じ、

蕪
村

調
た
っ
ぶ
り
の
諧
諮
趣
味
を
的
確
に
表
現
し
た
。

句
法
や
句
調
に
つ
い
て
句

の
勢
い
を
大
事
に
し、

意
設
的
に
斬
新
な
用
法
を
取
り
入
れ
た
の
は、

彼
が

子
規
を
通
し
て
蕪
村
調
に
傾
倒
し、

い
ち
早
く
そ
れ
を
消
化
し
よ
う
と
試
み

て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

周
知
の
と
お
り、

蕪
村
が
五
五
歳
(
-

七
七
一

年）

か
ら
十
年
間
も
か
け

て
完
成
し
た
独
得
の
蕪
村
調
は、

絵
の
心
を
俳
諧
に
取
り
入
れ
て
さ
ら
に
華

や
か
な
古
典
の
情
趣、

古
語
と
漢
語
を
盛
り
込
み、

多
彩
で
幻
想
的・
耽
美

的
な
俳
風
で
あ
っ
た。

と
く
に
漢
詩
を
意
識
的
に
雑
重
し、

広
く
知
ら
れ
る

中
国
詩
人
の
詩
句
を
裁
ち
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、

そ
の
詩
藻
の
拡
張
や
深

化
を
は
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く、

多
彩
な
句
風
を
樹
立
し
た
。

た
と
え
ば、

夕
風
や
水
宵
駕
の
腔
を
う
つ

（
王
維
「
果
家
瀬」）

と
こ
ろ
て
ん
逆
し
ま
に
銀
河
三
千
尺

（
李
白
「
望
虞
山
瀑
布」）

夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡

（
杜
甫
「
春
望」）

半
江
の
斜
日
片
雲
の
時
雨
哉

（
白
居
易
「
暮
江
吟」）

な
ど
は
い
ず
れ
も
漢
詩
仕
立
て
の
句
で
あ
る
が、

そ
の
上
に
日
本
の
風
物
を

漢
詩
風
に
意
匠
し、

兼
情
・

表
現
と
も
に
ま
さ
に
「
仮
名
書
き
の
詩」

と
言

え
よ
う。

し
か
し、

子
規
の
時
代
ま
で●

蕪
村
と
い
え
ば
画
家
と
し
て
の
ほ
う
が
有

名
で
あ
り、

彼
の
俳
句
は
漢
詩
漢
括
を
多
用
し
た
風
変
わ
り
な
作
品
だ
と
し

て、

必
ず
し
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た。

明
治
時
代
に
蕪
村
を
発
見

し
た
子
規
は
そ
ん
な
蕪
村
の
句
風
を
新
し
い
観
点
か
ら
取
上
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て、

芭
蕉
と
並
ぴ
立
つ
べ
き
偉
大
な
俳
人
と
し
て
位
囮．
つ
け
直
し
た
の
で

あ
る
。
「
俳
人
蕪
村」

の
中
で
子
規
は、

蕪
村
の
句
法
に
つ
い
て
〈
蕪
村
は

句
法
の
上
に
稲
々
の
工
夫
を
試
み
或
は
漢
詩
的
に
或
は
古
文
的
に、

古
人
の

未
だ
曾
て
作
ら
ざ
り
し
者
を
数
多
造
り
出
せ
り。〉

と
述
べ
、

蕪
村
句
法
に

現
れ
た
漢
詩
受
容
を
認
誠
し
評
価
し
た
。

さ
ら
に
俳
句
と
漢
詩
と
の
趣
向
の

極
め
て
類
似
す
る
こ
と
か
ら
論
及
し
て
次
の
よ
う
に
説
い
た
。

「
俳
句
と
和
歌
と
漢
詩
と
形
を
異
に
し
て
趣
を
同
う
す。

中
に
も
俳
句

と
漢
詩
殊
に
似
た
る
虞
多
き
は、

俳
句
が
力
を
漢
詩
に
藉
り
し
に
も
因
る

ペ
き
か。
（
中
略）

漢
詩
を
解
す
る
者
往
々
に
し
て
俳
句
を
解
せ
ざ
る
者

あ
り。

こ
は
俳
句
を
見
る
に
漢
詩
を
見
る
の
標
準
を
用
ゐ
ざ
る
故
な
り。

余
も
久
し
く
漢
詩
を
見
る
の
標
準
を
誤
り
し
が、
一

旦
俳
句
と
淡
詩
と
ニ
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致
あ
る
に
非
る
を
悟
る
や、

疑
園
氷
解
し
て
始
め
て
漢
詩
の
奨
相
を
認
め

得
た
る
心
地
す。
j（「

俳
句
と
漢
詩」

新
聞
「
日
本
j、

明
三
0
・
ニ
i
四）

こ
う
し
た
中
国
古
典
や
歴
史
に
素
材・
構
想
を
求
め、

客
観
的
態
度
で
印

象
鮮
明
な
句
を
詠
ん
だ
蕪
村
の
俳
風
と
同
じ
く
芸
術
の
基
盤
を
成
す
も
の
と

し
て
漢
詩
文
を
意
識
的
に
菰
視
す
る
子
規
の
思
想
は、

当
然
の
こ
と
な
が
ら、

宵
年
俳
人
蘇
山
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

子
規
と
同

'

様
に、

麻
山
人
は
病
弱
な
身
体
で
あ
り
な
が
ら、

蕪
村
調
の
俳
句
に
大
き
な

典
味
を
抱
き、

俳
句
と
漢
詩
を
見
事
に
融
合
し、

多
様
で
新
鮮
な
句
作
を
志

し
て
い
た
の
で
あ
る。

次
に
例
を
挙
げ
て
豚
山
人
句
に
お
け
る
蕪
村
調
受
容
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て

み
よ
う。

軽
山
人
は
漢
詩
の
投
密
家
と
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
る。

彼
が
当
初
熱
心

に
取
り
込
ん
だ
の
は
実
は
漢
詩
で
あ
っ
た。

こ
の
頃、

彼
は
漢
詩
の
創
作
を

通
し
て
文
学
の
道
を
何
か
つ
か
め
る
の
で
は
と
思
い
つ
つ、

さ
ま
ざ
ま
な
努

力
を
す
る
中
で
自
己
の
可
能
性
を
広
げ
よ
う
と
し
た。

蘇
山
人
が
漢
詩
を
作

る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
詳
か
で
は
な
い
が、

最
初
の
漢
詩
と
し

て
伝
わ
る
の
は、

次
の
一

首
で
あ
る。

之
字
渓
流
曲
折
間。

紅
橋
断
虐
是
青
山。

雨
行
緑
樹
三
叉
路。

聴
得
瀑
墜
不
肯
還。

こ
れ
は
蘇
山
人
が
十
六
歳
の
時
の
作
品
で、

雑
誌
「
文
華』

第
三
号
（
明

111
0
·
 1
)

の
漢
詩
欄
に
掲
載
さ
れ
た。

稚
拙
で
未
熟
的
な
も
の
で
あ
る
が、

自
然
を
よ
く
観
察
し、

身
近
な
景
色
を
捉
え
て
詠
じ
た
稔
や
か
な
詩
風
と
な

る。

統
い
て
の
「
観
月」
「
観
営」
「
探
梅」

な
ど
も
同
じ
よ
う
に
自
然
の
景

物
を
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
が、

句
法
や
詩
語
に
巧
み
で、

景
情
が
消
澄
し

格
調
も
高
雅
す
る
よ
う
に
な
り、

た
ぴ
た
ぴ
諜
題
入
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど、

明
治
随
一

の
漢
詩
家
野
口
寧
斎
か
ら
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る。

と
こ
ろ
が、

明
治
＝
二

年
(
-

八
九
八）

頃
を
境
に、

孫
山
人
の
文
学
趣

向
は
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
な
が
ら
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る。

そ
れ
ま
で
は

主
と
し
て
漢
詩
に
の
み
偏
し
て
い
た
蘇
山
人
の
作
品
の
行
き
方
が、

漢
詩
と

平
行
し
て
次
第
に
俳
句
の
創
作
を
も
試
み
る
よ
う
に
な
る。

そ
の
直
接
的
な

誘
因
と
し
て
は、

日
本
派
な
ど
俳
壇
に
お
け
る
新
俳
句
の
革
新
運
動
に
影
響

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

蘇
山
人
の
句
は
漢
詩
文
趣
味
的
な
も
の
が
多
く、

歴
史
的
事
件
や
人
物
を

題
と
し
て
詠
ず
る
詠
史
詩
が
好
ん
で
詠
ま
れ
た。

と
く
に
彼
は
生
ま
れ
故
郷

の
蘇
州
ー
町・
田
舎、

そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
風
土・
自
然・
歴
史・
そ
の
生
活・

伝
承、

普
意
の
人
た
ち
ー
を
句
作
展
開
の
璽
要
な
資
料
と
し
て
用
い、

故
郷

に
対
す
る
限
り
な
い
愛
箔
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る。

ち
な
み
に
「
蘇
山
人」

と
い
う
俳
号
は
「
蘇
州」

に
由
来
す
る
と
も
言
わ

れ
て
い
る
が、

そ
の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は、
〈
蘇
山
人
罷
朝
斌
は
消
殴
麻

州
の
人
な
り、
長
く
日
本
に
在
り
て、
小
説
を
よ
く
し、
俳
句
亦
上
手
な
り。〉
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（
「
文
藝
倶
楽
部」

六
巻
七
紺、

明一―――
ニ
・

五）

と
杏
い
た
彼
の
友
人
三
宅

背
軒
の
記
述
が
あ
っ
た
一

方、

豚
山
人
自
身
も
俳
句・
小
説・
窟
話
な
ど
を
問

わ
ず、
作
品
を
発
表
す
る
と
き、
し
ば
し
ば
名
前
の
前
に
「
消
国
J

「
消
国
人」

「
消
客」

な
ど
の
府
書
を
つ
け
る
が、
「
古
呉」
「
江
南
j

「
江
束」

な
ど
蘇

州
の
古
称
に
因
ん
だ
言
葉
も
彼
が
よ
く
使
っ
た
も
の
で
あ
る。

つ
ま
り、
「
蘇

山
人
」

の
号
が
背
負
う
も
の
は、

故
国
・

故
郷
へ
の
愛
で
あ
り、

そ
れ
が
彼

．

の
作
品
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

朝
霧
や
兵
船
に
太
鼓
喝
る

霧
は
れ
て
呉
船
魏
営
野
箭
を
得
た
り

城
見
え
て
寒
月
高
し
呉
の
流
れ

蜻
魚
買
は
ん
呉
人
の
杖
に
蛸
蛉
か
な

紫
材
的
に
見
て
も、
「
朝
霧
や」
「
霧
は
れ
て」

の
二
句
は
魏・
呉・
蜀
の
三

国
の
紀
伝
体
歴
史
嘗
と
し
て
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
有
名
な
『
三
国
志』

の
「
緒
怒
孔
明
が
草
船
を
以
っ
て
箭
を
借
り
る
説
話」

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い

る
が、

壮
大
な
歴
史
的
場
面
を
わ
ず
か
十
七
文
字
で
表
現
し
た
こ
と
は、

作

者
が
歴
史
に
精
通
し
そ
の
素
材
を
自
由
自
在
に
駆
使
す
る
非
凡
な
才
能
を
窺

わ
せ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
城
見
え
て」

の
句
は
唐
の
詩
人
杜
荀
鶴

の
詩
『
送
友
人
遊
呉」

を、
「
鱗
魚
買
は
ん
」

の
句
は
『
漿
求
j

「
張
翰
適
意」

の
話
を
そ
れ
ぞ
れ
に
踏
ま
え
て
生
ま
れ
た
秀
作
で
あ
る。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く、

ま
た
蘇
山
人
は
日
本
の
人
々
に
熟
知
さ
れ
て
い

る
漢
詩
の
名
句
の
翻
案
か
ら、

応
用・
意
訳・
磁
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を

駆
使
し
て
数
多
く
の
俳
句
を
作
っ
た
の
で
あ
る。

そ
の
二
三
を
拾
っ
て
見
よ

、
つ。

琴
を
抱
き
て
蜀
の
僧
行
く
茫
か
な

月
更
け
て
仙
女
と
語
る
芙
蓉
か
な

五
月
雨
や
iB
羅
の
水
の
う
す
濁
り

古
池
や
蛾
を
楚
客
の
一

薬
舟

な
ど
は
い
ず
れ
も
中
国
古
典
の
持
ち
味
た
る
美
的
凝
縮
性
や
含
蓄
カ
・

写
実

性
な
ど
を、

最
小
詩
形
の
俳
句
に
移
す
こ
と
を
通
し
て、

そ
の
時
空
間
の
拡

大
や
表
現
の
可
能
性
を
向
上
さ
せ、

斬
新
な
イ
メ
ー
ジ
の
獲
得
に
つ
な
げ
て

い
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
琴
を
抱
き
て
」
「
月
更
け
て」

の
二
句
は
李
白
の
詩
想
を
踏
ん
だ
の
で
あ

る
が、

前
者
は
「
聴
蜀
僧
浚
弾
琴」

の
「
蜀
僧
抱
緑
綺、

西
下
峨
柿
峯。
．．．
 

不
鋭
碧
山
暮、

秋
雲
暗
幾
煎」

を
応
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

黄
昏
と
い

う
薄
暗
い
情
景
の
中
で
秋
の
若
が
浮
か
ぴ
立
っ
て
い
る
山
の
小
道
を、

琴
を

抱
き
な
が
ら
急
い
で
行
く
蜀
僧
の
姿
が
思
い
浮
か
ぺ
ら
れ
る
と
同
時
に、
一

抹
の
哀
愁
が
漂
わ
れ
る。
こ
れ
に
対
し
後
者
は
「
虞
山
謡
•

寄
虞
侍
御
虚
舟」

の
一

句
「
遥
見
仙
人
採
雲
媒、

手
把
芙
蓉
朝
玉
京」

あ
た
り
か
ら
想
を
得
た

も
の
で、

句
の
風
景
は
リ
ア
ル
と
い
う
よ
り
も
理
想
化
さ
れ
た
も
の
に
な
っ

て
明
快
で
空
想
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る。
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一
方、
「
五
月
雨
や」
の
句
は
「
屈
原
説
話」
に
拠
っ
た
も
の
で、
世
相

の
動
乱、
人
間
の
悲
削
を
伝
え
る
の
で
あ
る。
楚
の
愛
国
詩
人
屈
原
は
救
国

の
情
熱
を
持
っ
て
い
た
が
か
な
わ
ず、
泊
羅
江
に
投
身
し
て
人
生
の
雑
を
閉

じ
た
と
い
う
話
で
あ
る
が、
そ
れ
は
今
の
時
代
に、
ま
た
自
ら
に
菰
な
る
も

の
が
あ
る。
こ
の
あ
た
り
に
罫
山
人
の
胸
に
ひ
ろ
が
っ
た
波
紋
が
感
じ
ら
れ

る。
「
古
池
や」
の
句
は、
白
居
易
「
別
楊
覇
士・
虚
克
柔．
殷
統
藩」
の
「
獨

有
行
路
子、
悠
悠
不
知
還。
人
生
苦
螢
螢、
終
日
菜
動
間。
所
務
雖
不
同、

回
帰
於
不
閑。
扁
舟
来
楚
郷、
疋
馬
往
秦
oo
0」
に
素
材
を
得
て
い
な
が
ら
も、

蘇
山
人
は
そ
れ
を
巧
み
に
換
骨
奪
胎
さ
せ、
蛾
を
楚
客
に
見
立
て
て、
し
み

じ
み
と
し
た
人
生
の
佗
し
さ
を
感
じ
取
ろ
う
と
し
て
い
る。
空
想
は
現
実
か

ら
遊
離
せ
ず、
古
典
趣
味
と
伝
奇
空
想
の
世
界
を
現
実
の
中
に
混
然
と
融
合

さ
せ
て
作
者
の
実
感
と
し
て
い
る
点
に
蕪
村
俳
諧
的
特
徴
が
窺
え
る。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は、
そ
の
中
に
は、
漢
詩
と
俳
句
の
同一
主
題
の

コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
共
演）
に
よ
る
濃
い
香
り
の
潔
う一
連
の
作
品
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
漢
詩
と
同一
主
題
の
も
と
に、
俳
句
が
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は、
経
山
人
に
と
っ
て
は
全
く
新
し
い
展
開
で
あ
っ
た。

海
棠
や
楊
家
の
娘
人
と
な
り

「
雨
中
裳
海
棠」

花
開
深
院
潤
新
泥、
紡
彿
丹
霰
彿
地
底゚

酬
睡
十
分
春
意
足、
淡
粧
半
面
暁
煙
迷。

緑
章
上
奏
今
宵
祝、
紅
燭
高
燒
昨
夜
携。

最
妬
雨
整
牌
作
崇、
杜
股
頗
向
耳
邊
暗゚

は
ど
ち
ら
も
白
居
易
f

長
恨
歌」
の
「
楊
家
有
女
初
長
成、
養
在
深
宮
人
未

識」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
思
わ
れ
る
が、
「
海
棠
や」
の
句
は、
「
海
棠」

と
か
「
楊
家」
と
か
「
人
と
な
り」
と
い
っ
た
言
菜
を
用
い、
唐
の
玄
宗
昂

帝
に
煎
愛
さ
れ
た

楊捉
妃
の
艶
姿
を
詠
ん
で
い
る。
季
語
の「
海
棠」
は「
睡

花」
の
別
名
も
あ
り、
玄
宗
皇
帝
が
楊
貴
妃
に
ま
だ
酔
っ
て
い
る
の
か
と
尋

ね
た
と
き、
彼
女
が
「
海
棠
の
睡
り
い
ま
だ
党
め
ず」
と
答
え
た
と
い
う
故

事
か
ら
の
命
名
だ
と
い
う。
日
本
で
は、
「
海
棠
の
雨
に
涸
れ
た
風
情」
な

ど
と
い
っ
た
よ
う
に、
美
し
い
女
性
の
形
容
に
よ
く
使
わ
れ
る。
こ
の
「
睡

花」
と
い
う
感
覚
が
日
本
の
俳
人
た
ち
に
も
好
か
れ
た
ら
し
く、
蘇
山
人
以

前、
玄
圃
に
「
か
い
ど
う
も
共
に
い
ね
ぶ
る
胡
蝶
か
な」
が
あ
り、
蕪
村
に

「
海
棠
や
白
粉
に
紅
を
あ
や
ま
て
る」
が
あ
る。
ま
た
同
時
代
の
子
規
に
も

「
海
棠
の
寂
顔
に
見
ゆ
る
笑
く
ぼ
哉」
な
ど
が
見
え
る。

白
詩
の
句
法
ま
た
は
詩
語
を
そ
の
ま
ま
受
容
し、
漢
詩
風
に
意
匠
す
る
こ

と
を
好
ん
で
い
る
俳
句
に
較
べ
る
と、
漢
詩
の
方
は
独
自
の
世
界
を
歌
い、

創
意
を
同
じ
く
し
な
が
ら
も、
気
品
の
高
い
純
粋
感
を
意
懺
的
に
力
強
く
出

し
て
い
る
の
で
あ
る。
こ
の
詩
は
海
棠
を
詠
じ
て
海
棠
の
文
字
を
用
い
ず、

象
徴
的
に
そ
の
神
を
写
そ
う
と
す
る
技
法
は
凡
手
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り、

さ
す
が
の
漢
詩
家
野
口
寧
斎
に
も
感
心
さ
れ、
〈
字
字
穏
句．
称
証
得
宜．

可
謂
体
物
入
妙〉
（「
文
華」
第
九
号、
明
三一
・
五）
と
称
揚
さ
れ
た
の
で
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あ
っ
た。

「
寒
夜
讀
史」

寒
風
浙
漑
夜
窓
虚。

憤

涙欲
渦
燈
下
嘗゚

不
是
秦
庭＿―-
日
哭。
方
城
漢
水
総
郎
墟
。

こ
れ
は
百ヽ

？ま
で
も
な
く、
敗
亡
と
戦
禍
の
悲

哀を
な
め
つ
く
し
た
故
国

を
詠
う
詩
句
で
あ
る。
わ
が
境
遇
に
照
ら
し
て
史
曹
を
読
み
返
し、「
秦
庭」

「
漢
水」
11
中
国
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
憂
国
の
情
が
ま
す
ま
す
深
く
な

り、
思
わ
ず
落
涙
し
た。
こ
の
作
品
が
作
ら
れ
た
明
治
三
二
年(-
八
九
九）

前
後
に
は、

列
国
の
中
国
侵
略
に
反
抗
す
る
義
和
団
が
蜂
起
し、
そ
れ
を
日

本
や
欧
米
列
強
八
カ
国
の
軍
が
共
同
出
兵
で
鎮
圧
し
た
い
わ
ゆ
る
北
消
事
件

が
起
こ
っ
た。
減
び
行
く
祖
国
の
前
途
へ
の
憂
感
を
覚
え、
断
腸
の
思
い
と

悲
壮
な
誡
心
が
に
じ
み
出
て
い
る
こ
の
詩
句
は、

罫
山
人
の
意
識
の
深
局
に

根
深
く
横
た
わ
る
心
情
の一
面
を
代
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る。四、

蕪
村
句
と
の
比
較
的
研
究

さ
ら
に
蕪
村
と
蘇
山
人
と
の
間
に
は、
同
じ
く
漢
詩
文
の
詩
想
を
踏
ん
で

い
て
も、

主
姐．
句
風・
趣
味
な
ど
追
求
と
表
現
に
お
い
て
は
随
分
違
い、

寒夜
史
に
泣
く
や
短
火
豆
の
如

辻
棠
に
死
せ
る
人
あ
り
変
の
秋

乞
女
の
飢
え
死
し
た
り
堂
の
雪

秋
風
の
兵
人
は
し
ら
ず
ふ
ぐ
と
汁

蜆
魚
買
は
ん
呉
人
の
杖
に
蛸
蛉
か
な

蕪

村

蘇
山
人 蕪

村

蘇
山
人

そ
れ
ぞ
れ
漢
詩
文
に
対
す
る
独
自
な
理
解
に
よ
っ
て、

全
く
異
な
っ
た

句境

や
情
趣
を
栢
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る。
た
と
え
ば、

の
二
句
は
そ
の
詩
想
が
『
装
求
j

「
張
翰
適
意」
の
話
か
ら
得
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。
晋
の
張
翰
は
呉
人
で
あ
る
が、

文
オ
が

卓抜
で
あ

っ
た
の
で、
出
世
し
て
洛
陽
で
窃
官
に
な
っ
た。
と
こ
ろ
が、
秋
風
の
起
こ

る
を
見
て、

呉
の
罐
の
お
い
し
さ
を
思
う
気
持
ち
が
つ
の
り、
つ
い
に
名
誉

も
地
位
も
捨
て
て
故
郷
に
帰
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る。
蕪
村
の
句
に
は、

鰻

の
蛉
と
河
豚
汁
と
を
対
照
し
て、

張
翰
は
知
ら
な
い
日
本
の
河
豚
料
理
の
味

も
呉
国
の
螺
の
蛉
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

美味
し
い
と、

軽妙
で
洒
落
れ
た
う
え、

日
本
趣
味
を
加
え
て
独
特
の
意
境
を
打
ち
出
し
た
心
意
気
が
見
ら
れ
る。
こ

れ
に
対
し
蘇
山
人
も
呉
人
で
あ
っ
た
の
で、

晋
の
張
翰
と
同
じ
よ
う
な
感
慨

を
持
っ
て
い
る。
異
国
の
日
本
で
秋
風
の
音
を
開
い
て、
故
郷
の
績
の
蛤
を

思
い
出
す
が、
し
か
し
自
分
が
日
本
を
触
れ
て
祖
国
に
帰
る
こ
と
は
で
き
な

い。
作
者
の
故
郷
を
思
う
思
硲
の
念
と
寂
蓼
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
句

で、
当
時
の
罫
山
人
の
心
境
が
十
分
に
窺
わ
れ
る。
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こ
の
二
句
に
唐
の
詩
人
杜
甫
「
自
京
赴
奉
先
味
懐
五
百
字
l

の
「
朱
門
酒

肉
臭、

路
有
凍
死
骨。

榮
枯
呪
尺
異、

憫
恨
難
再
述。
」

の
受
容
が
看
取
さ

れ
る。

優
劣
は
措
く
と
し
て
両
者
の
詩
想
や
表
現
の
相
違
が
こ
の
あ
た
り
か

ら
す
で
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う。

蕪
村
の
句
は、

場
面
を
巧
く

変
化
し
て
独
自
な
俳
諧
味
を
作
り
出
し、

句
調
に
も
新
味
が
見
出
せ
る
こ
と

に
な
る
。

変
刈
の
時、

道
端
の
仏
堂
の
前
で
一

人
の
男
が
倒
れ
て
死
ん
で
し

ま
っ
た。

彼
は
餓
え
て
死
ん
だ
の
だ
ろ
う、

と
の
意
で
あ
る。

上
五
の
「
辻

堂」

は
衆
生
済
度、

大
慈
大
悲
を
施
す
楊
所
で
あ
り、

下
五
の
「
麦
の
秋」

は
収
穫
の
季
節
を
表
し
て、
一

見
の
ど
か
な
田
園
風
光
の
よ
う
に
見
え
る
が、

作
者
は
中
七
に
「
死
せ
る
人
あ
り」

を
置
い
て、
「
明
と
暗」
「
生
と
死
」
「
喜

と
悲
」

と
い
う
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
を
対
義
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
喚
起
す
る
こ

と
に
成
功
し
た。

ま
っ
た
く
無
関
係
に
見
え
る
二
つ
の
事
象
を
述
想
作
用
に

よ
り
完
全
に
融
合
さ
せ
た
と
こ
ろ
に、

蕪
村
の
卓
抜
な
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ

ス
が
感
じ
ら
れ
る。

蘇
山
人
の
句
は
蕪
村
の
句
に
暗
示
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
が、

思
想
性
が

表
面
に
出
て
い
な
い
蕪
村
句
と
は
異
な
る
風
格
を
呈
し
て
い
る
。

富
人
た
ち

が
暖
衣
飽
食、

詩
歌
管
弦
の
遊
び
を
日
夜
盛
大
に
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
た。

し

か
し、

そ
の
外
で
は
路
ば
た
に
凍
死
し
た
人
の
死
体
が
横
た
わ
っ
て
い
る、

と
の
意
で
あ
る。

上
五
に
は
「
乞
食」

を、

下
五
に
は
「
堂
の
雪」

を
用
い

て
対
照
的
効
果
を
狙
う
が、

中
七
に
は
勁
詞
の
「
凍
え
死
し
た
り」

を
挟
ん

で
主
題
を
強
調
し、

愛
憎
の
感
情
を
強
く
吐
露
す
る
と
と
も
に、

矛
盾
に
滴

！

「
姑
麻」

は
今
の
鮮
州
で
あ
る
。

鮮
州
人
と
し
て
の
蘇
山
人
は
常
に
故
郷

の
風
物
を
夢
見
て
い
る
3

秋
が
深
ま
り、

月
が
西
の
方
に
沈
み、

空
に
は
一

面
に
濃
い
莉
が
か
か
っ
て
い
る。

冷
た
い
布
団
の
中
に
潜
り
込
ん
だ
が、

な

か
な
か
眠
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら、

町
の
あ
ち
こ
ち
に
は
砧
を
打
つ
音
が
聞
こ

え
て
く
る
か
ら
だ
。

水
の
辺
り
で
砧
を
打
っ
て
い
る
女
た
ち
は、

戦
場
へ
遠

征
す
る
夫
の
こ
と
を
想
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う。

貨
仕
事
で
他
人
の
夫
の
滸
物

を
打
つ
貧
し
い
小
家
の
女
性
の
情
を
哀
れ
む
蕪
村
の
句
に
比
べ
て、

蘇
山
人

の
句
は
人
間
に
深
く
刻
印
し
た
戦
乱
の
惨
禍
と
痛
苦
を
鮮
や
か
に
表
現
し、

歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る。

同
じ
詩
想
を
詠
じ
た
も
の
に
は、

他
に
も
杜
牧
「
泊
秦
淮」

の
「
涯
籠
寒

水
月
龍
沙、

夜
泊
秦
淮
近
酒
家。

商
女
不
知
亡
国
恨、

隔
江
猶
唱
後
庭
花」

を
踏
ん
だ
。

異
夫
の
衣
摺
つ
ら
ん
小
家
か
ち

月
落
ち
て
枕
に
ひ
、^

く
砧
か
な

蘇
山
人

蕪

村

ち
た
社
会
現
実
を
憂
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る。

哀
切
の
情
か
ら
脱
し
い
現
宴

を
見
据
え
た
句
境
へ
の
深
化
が
印
象
的
で
あ
る。

ま
た、

李
白
「
子
夜
呉
歌」

の
「
長
安
一

片
月、

万
戸
搭
衣
墜。

秋
風
吹

不
盛、

穂
是
玉
関
情。

何
B
平
胡
虜、

良
人
罷
遠
征」

を
偕
用
し
て、

次
の

俳
句
が
生
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
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二
句
と
も
杜
牧
「
江
南
春」

の
「
千
里
鶯
暗
緑
映
紅、

水
村
山
郭
酒
旗
風。

南
朝
四
百
八
十
寺、

多
少
楼
台
煙
雨
中」

の
詩
想
を
生
か
し
た
作
品
で
あ
る。

杜
牧
の
詩
は
春
の
情
景
を
描
い
た
の
で
あ
る
が、

蕪
村
は
そ
れ
を
秋
に
転
換

す
る
と
と
も
に、

詩
境
を
俳
諧
化
し、

粗
末
な
居
酒
屋
を
「
酒
邸」

と
い
い、

漁
夫
や
木
樵
を
「
漁
者
樵
者」

と
い
い
、

ま
た
卑
俗
な
唄
を
「
持」

と
い
っ

た
よ
う
に、

内
容
と
表
現
の
反
発
に
よ
る
俳
諧
味
を
期
待
し
て、

田
団
情
趣

秋
風
や
酒
婢
に
詩
う
た
ふ
漁
者
枇
者

山
村
の
酒
家
の
旗
や
は
る
の
あ
め

砧
打
つ
向
か
ひ
は
秦
淮
の
酒
屋
か
な

蘇
山
人

蕪

村

と
い
う
句
が
あ
る。

後
半
の
「
商
女
不
知
亡
国
恨、

隔
江
猶
唱
後
庭
花」

に

換
え
る
に、
「
砧
打
つ
」

の
初
五
を
以
て
し
た
た
め
に、

句
境
は
お
の
ず
か

ら
別
趣
消
新
な
も
の
と
な
る。

風
俗
社
会
を
象
徴
す
る
秦
淮
河
を
境
に、

こ

・

ち
ら
側
に
は
川
の
辺
り
で
戦
場
へ
出
征
す
る
夫
の
た
め
に
衣
を
打
つ
女
た
ち

が
苦
し
ん
で
い
る
が、

し
か
し、

こ
れ
と
皮
肉
な
対
照
を
な
し
て
い
る、

亡

国
の
恨
み
の
歌
と
は
知
ら
ぬ
げ
に
歌
う
遊
女
た
ち
の
華
や
い
だ
声
が
川
の
向

こ
う
か
ら
は
聞
こ
え
て
き
た。
「
砧
打
つ
」

妻
た
ち
と
「
秦
淮」

の
商
女、
「
戦

争」

と
「
平
和」

が
隣
り
合
わ
せ
に
な
り、

ミ
ス
マ
ッ
チ
し
て
奇
形
的
な
状

況
を
見
せ
て
い
た。

蘇
山
人
は、

国
家
が
い
ま
興
亡
の
危
急
に
立
た
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
人
々
に
警
鐘
を
吟
ら
そ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る．

蘇
山
人

や
秋
意
昂
揚
と
し
た
気
分
を
醸
し
出
し
て
い
る。
一

方、

蘇
山
人
は
詩
の
第

二
句
「
水
村
山
郭
酒
旗
風」

を
生
か
し、

そ
れ
に
「
春
の
雨」

を
配
合
し
て、

温
暖
で
風
光
明
媚
な
江
南
地
方
の
春
の
風
情
を
的
確
に
詠
っ
て
い
る
。

蕪
村

の
句
は
「
動
」

を
主
と
し、

賑
や
か
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
対
し、

麻
山
人
の
句
は
「
静」

に
よ
っ
て
憚
然
と
し
た
調
和
を
た
も
ち、

鋭
敏
な
色

彩
感
党
を
駆
使
し
て
詩
情
優
雅
な
雰
囲
気
を
ほ
ん
の
り
と
描
き
出
し
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

五、

結
語

以
上
の
よ
う
な
考
察
か
ら、

漢
詩
文
が
い
か
に
蘇
山
人
の
俳
句
を
生
む
豊

か
な
源
泉
と
な
っ
て
い
た
か
が
窺
え
る。

蘇
山
人
は、

こ
う
し
て
一

方
に
漢

詩
文
の
影
響
を
受
け
な
が
ら、
一

方
で
は
蕪
村
な
ど
俳
句
の
伝
統
に
深
く
関

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り、

こ
の
伝
統
の
中
に
漢
詩
文
を
収
め
る
と
と
も
に、

わ
が
境
遇
に
照
ら
し
て
独
特
の
俳
風
を
生
ん
で
行
く
こ
と
こ
そ
が、

彼
に
お

け
る
受
容
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
独
自
な
句
作
法
は、

藤
山
人
を
明
治
俳
境

に
お
い
て
特
殊
な
存
在
と
さ
せ
た
の
で
あ
る。

要
す
る
に、

蕪
村
や
子
規
な
ど
も
漢
詩
文
の
教
養
の
上
に
立
っ
て
抜
群
で

あ
る
が、

著
し
く
知
敗
的
で
あ
り、

い
わ
ば
学
者
的
教
発
的
で
あ
っ
て
外
面

的
で
あ
る
。

蘇
山
人
ほ
ど、

し
ん
か
ら
漢
詩
文
を
吸
収
し、

そ
れ
に
生
き、

悩
み、

作
品
を
世
い
た
人
は
他
に
な
か
っ
た
と
言
っ
て
言
い
す
ぎ
で
は
な
か

ろ
う。明

治
三
三
年
(
-

八
九
0)

初
夏、

滅
亡
の
危
槻
に
瀕
す
る
祖
国
を
憂
え
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（
り
ゅ
う

Vヽ

中
国
・
徐
州
師
範
大
学
特
任
教
授）

る
群
山
人
は、

宮
国
強
兵
を
目
指
す
産
業
改
革
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る

洋
務
派
官
僚
で
あ
り
湖
広
総
督
で
あ
る
張
之
洞
か
ら
の
要
睛
を
受
け
て
帰
国

し、

湖
北
省
の
官
術
に
赴
任
し
た。
や
が
て
気
管
を
病
み、

再
ぴ
日
本
に
来

．
て
休
狡
し
た
が、

幾
何
も
な
く
し
て
そ
の
翌
々
年
の
三
月
に
東
京
赤
坂
の
寓

所
に
歿
し
た。

そ
の
訃
報
を
聞
い
た
子
規
は、
「
蝶
飛
ぶ
や
葬
山
人
の
魂
遊
ぶ
ら
ん」
「

陽

炎
や
日
本
の
土
に
殖」
と
詠
ん
で
彼
の
死
を
悼
み、

虚
子
も
「
春
雨
や
盾
撫

子
の
死
を
惜
む」
の
句
を
手
が
け
た。
蘇
山
人
と
親
交
が
あ
っ
た
荷
風
は
随

箪
「
日
和
下
駄」

に
は、
〈
わ
た
し
は
富
士
の
眺
望
よ
り
し
て
た
ま
た
ま
蘇

山
人
が
留
別
の
一
句
を
想
い
個
恨
と
し
て
そ
の
人
を
憶
う
て
止
ま
な
い。

君
は
今
鶴
に
や
乗
ら
ん
宮
士
の
雪〉

云
々
と
い
う
記
述
も
あ
る。

な
お、
明
治
俳
壇
に
お
け
る
蘇
山
人
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は、
彼
を
「
俳

句
を
作
る
初
め
て
の
外
国
人」
と
し
て
捉
え
て
考
え
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る

が、
鉦
者
は〈
其
の
交
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
俳
句
の
隆
盛
を
思
は
せ
た〉

（「
柿
二
つ
」

新
聞
『
東
京
朝
日
新
聞
j

大
四
・
一
1
四）

と
い
う
虚
子
の

発
言
に
注
目
し
て、

そ
の
果
た
し
た
役
割
を
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て

・
い
き
た
い
と
思
う。
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